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●邑南町基金残高
基金名 令和4 年度末残高

一
般
会
計

財政調整基金 6億8,945万円

減債基金 20億6,481万円

その他特定目的基金 25億　346万円

一般会計　計 52億5,772万円

特
別
会
計

国民健康保険事業基金 1億1,023万円

生活排水処理事業基金 3,046万円

下水道事業基金 3,664万円

電気通信事業基金 1億1,600万円

特別会計　計 2億9,333万円

合計（積立基金） 55億5,105万円

定額運用基金 3億3,978万円

総合計 58億9,084万円
※前年度末比＋1億951万円（＋6.7％）

●邑南町町債残高
会計名 令和4 年度末残高
一般会計 133億8,228万円

特別会計

下水道事業 43億2,429万円

直営診療所事業 1億9,914万円

電気通信事業 3億5,500万円

合　　計 182億6,072万円
※前年度末比▲8,768万円（▲0.7％）

●公営事業会計決算
会計名 歳入決算額 歳出決算額

国民健康保険事業 13億1,167万円 12億9,888万円

国民健康保険直営診療所事業 1億2,114万円 1 億 1,349万円

後期高齢者医療事業 3億8,182万円 3億7,838万円

下水道事業 9億1,335万円 8億9,073万円

 令和４年度 邑南町決算報告   ～ 持 続 可 能 　 な 社 会 づ く り 、S D G s の 追 求 ～

　○生活費（総務費）・・・・・・・・・31 万円
　○借金の返済（公債費）・・・・・・・15 万円
　○家族の介護・医療・保育（民生費）・26 万円
　○健康増進（衛生費）・・・・・・・・15 万円
　○自宅・庭の改築改造（土木費）・・・　8 万円
　○農業費（農林水産業費）・・・・・・15 万円
　○学費（教育費）・・・・・・・・・・17 万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　○給料など自分で稼いだお金
　　（町税、使用料、負担金等）・・・29 万円
　○仕送り
　　（地方交付税、国・県補助金）・・91 万円
　○借金、住宅ローン等
　　（町債）・・・・・・・・・・・・18 万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

主
な
増
減
要
因

歳　入（3 億 9,882 万円増） 歳　出（２億 8,634 万円増）
町税の増加
 （固定資産税の増加等）
　　　＋1 億 6,071 万円（＋16.6％）

県支出金の増加
 （道の駅瑞穂整備事業費負担金、災害復旧費補助金の増加等）
　　　＋4 億 2,132 万円（＋39.4％）

国庫支出金の減少
（住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業費
補助  金、子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金の減少
等）
　　　▲9 億　982 万円（▲7.2％）

普通建設事業費の増加
（道の駅瑞穂整備事業、邑学館整備事業、石見中学校建設事
業の増加等）
　　　　　＋12 億 8,424 万円（＋103.7％）

維持補修費の増加
 （除雪費の増加等）
　　　　　＋1 億 2,235 万円（62.4％）

補助費等の減少
 （ごみ処理施設整備事業負担金の皆減等）
　　　　　▲7 億 3,099 万円（▲22.0％）

　令和４年度の普通会計歳入総額は、142 億 4,807 万円で、令和 3年度（138億4,925万円）と比
較して 3億 9,882 万円の増加（＋2.9％）となりました。また普通会計歳出総額は、138 億 7,284
万円で、令和 3年度（135億8,650万円）と比較して 2億 8,634 万円の増加（＋2.1％）となりました。

※本町の普通会計は、一般会計と電気通信事業特別会計（電通会計）を合わせたもので、普通会計の決算額は一般会計から電
　通会計に対して支出された繰出金や公共施設のケーブルテレビ使用料等3,841万円を相殺した額となっています。

■ 令和 4 年度普通会計決算のポイント（令和 3 年度決算との比較）

■ 町の決算を家計に例えると・・・
【収入】143 万円 【支出】139 万円
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 令和４年度 邑南町決算報告   ～ 持 続 可 能 　 な 社 会 づ く り 、S D G s の 追 求 ～

＜邑南町の財政状況＞
●経常収支比率
　　91.4％（前年度90.3%）
⇒財政の弾力性（ゆとり）を判断する指
標。普通交付税の減少等で前年度より1.1
ポイント悪化しました。70～80%が適
正水準とされており、依然として高い水
準にあります。
●実質公債費比率
　　13.2%（R2～R4年の平均値）
　　　　（R1～R3年の平均値は14.1%）
⇒標準的な借入金の返済額を指標化し、
資金繰りの危険度を示す比率。25％が
危険ライン（早期健全化基準）で、これを
超えると財政健全化計画を定めて財政健
全化を行う必要があります。大型事業の
実施に伴い、今後の比率の動向に注意が
必要です。

地方交付税地方交付税
62億4,152万円62億4,152万円
　（43.8％）　（43.8％）

町債町債
17億5,265万円17億5,265万円
　（12.3％）　（12.3％）

県支出金県支出金
14億8,934万円14億8,934万円
　（10.5％）　（10.5％）

自主財源自主財源
2８億６,275万円2８億６,275万円
（20.0％）（20.0％）

依存財源
113億8,532万円
（80.0％）

歳入総額
約142億円

その他
2億8,685万円
　（2.0％）

町税
11億　3,098万円（7.9％）

地方譲与税
1億9,597万円（1.4％）

繰越金
2億6,274万円（1.8％）

繰入金
4億6,269万円（3.3％）

寄附金
1億9,146万円（1.3％）

使用料及び手数料
4億　1,218万円（2.9％）

分担金及び負担金
1億630万円（0.8％）

　　国庫支出金　　国庫支出金
　　14億1,899万円　　14億1,899万円
　　（10.0％）　　（10.0％）

その他
２億9,640万円（2.0％）

目的別

災害復旧費
3億　850万円
（2.2％）

土木費土木費
8億3,951万円8億3,951万円
（6.1％）（6.1％）

教育費教育費
16億6,960万円16億6,960万円
（12.0％）（12.0％）

商工費
3億5,261万円
（2.6％）

消防費
４億1,909万円
（3.0％）

総務費総務費
31億1,632万円31億1,632万円
　（22.5％）　（22.5％）

民生費民生費
25億6,496万円25億6,496万円
　（18.5％）　（18.5％）

議会費
8,781万円（0.6％）

衛生費衛生費
14億8,337万円14億8,337万円
　（10.7％）　（10.7％）農林水産業費農林水産業費

14億9,670万円14億9,670万円
　（10.8％）　（10.8％）

公債費公債費
15億3,074万円15億3,074万円
　（11.0％）　（11.0％）

労働費労働費
363万円（0.0％）363万円（0.0％）

歳出総額
約138億円

性質別

歳出総額
約138億円

人件費人件費
18億　724万円18億　724万円
　（13.0％）　（13.0％）

物件費物件費
15億1,027万円15億1,027万円
　（10.9％）　（10.9％）

補助費等補助費等
25億9,413万円25億9,413万円
　（18.7％）　（18.7％）

普通建設事業費普通建設事業費
25億2,209万円25億2,209万円
　（18.2％）　（18.2％）

繰出金繰出金
13億4,414万円13億4,414万円
　（9.7％）　（9.7％）

その他経費その他経費
　52.4％　52.4％

その他
3億1,873万円（2.3％）

積立金
5億6,005万円
（4.1％）

災害復旧費
3億　850万円
（2.2％）

投資的経費投資的経費
　20.４％　20.４％

義務的経費義務的経費
　33.9％　33.9％

扶助費扶助費
13億7,695万円13億7,695万円
　（9.9％）　（9.9％）

公債費公債費
15億3,074万円15億3,074万円
　（11.0％）　（11.0％）

総務関係
　道の駅瑞穂整備事業・・・・・・・・・5 億 3,930 万円
　邑学館整備事業費・・・・・・・・・・2 億 4,182 万円
保健・福祉関係
　病院費（公立邑智病院繰出金）・・・・・3 億 9,012 万円
　電力・ガス・食料品等
　価格高騰緊急支援給付金給付事業費・・・ ・  8,654 万円
　日本一の子育て村関連事業
　保育所措置費・・・・・・・・・・・・  5 億　566 万円
　地域子ども・子育て支援事業費・・・・ ・・  7,306 万円
　（※）新型コロナウイルス感染症対応分を含む。
　母子保健費・・・・・・・・・・・・・・・  4,021 万円
農林業関係
　中山間地域等直接支払事業費・・・・・ 2 億 4,161 万円

■ 主な事業（歳出）

普通会計歳入総額 142 億 4,807 万円

普通会計歳出総額 138 億 7,284 万円

（注）千円以下で四捨五入しているため、実際の数字と差異が生じています。

目的別

商工関係
　邑南町商品券発行事業費（臨時交付金）・・・1 億　302 万円
建設関係
　除　雪　費・・・・・・・・・・・・2 億 1,476 万円
　道路新設改良費・・・・・・・・・・1 億 9,052 万円
消防関係
　江津邑智消防組合負担金・・・・・・3 億 3,382 万円
教育関係
　石見中学校建設事業費・・・・・・・5 億 1,307 万円
災害関係
　災害復旧費・・・・・・・・・・・・3 億　 850 万円
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■ 職員の任免状況
令和4年度採用者 令和4年度退職者

20人 18人

■ 人件費の状況（普通会計決算）
区分 住民基本台帳人口

（R5.3.31現在） 歳出額 A 実質収支 人件費 B 人件費率
B/A

（参考）
前年度人件費率

令和４年度 9,868人 13,872,841千円 318,394千円 1,807,240千円 13.0％ 13.1％

■ 職員給与費の状況（普通会計）
区分 職員数　A

（R4.4.1現在）
給与費 1 人当たり

給与費 B/A
1 人当たり給与費
（類似団体）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B

令和４年度 185人 715,741千円 123,656千円 272,009千円 1,111,406千円 6,007千円 5,486千円

■ 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

区分
一般行政職（R5.4.1 現在）

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
邑南町 327,941円 408,061円 44.2歳

■ 職員の初任給の状況

区分
決定初任給（R5.4.1 現在）

大学卒 短大卒 高校卒

邑南町 185,200円 167,100円 154,600円

■ 職員手当の状況
区分 期末・勤勉手当（令和 5年度支給割合）

邑南町

期末手当 勤勉手当
6月期（支給済み） 1.200月分 1.000月分
12月期（支給予定） 1.200月分 1.000月分

計 2.400月分 2.000月分
職務等による役職加算の状況

課長等 12.0％ 課長補佐等 10.0％ 係長等 7.5％

退職手当
支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 19.66950月分 24.58688月分
勤続25年 28.03950月分 33.27075月分
勤続35年 39.75750月分 47.70900月分
最高限度額 47.70900月分 47.70900月分

■ 特別職等の報酬等の状況（令和５年度）
区分 給料・報酬 期末手当

6 月期支給月数 12 月期支給月数 計 役職加算割合
町長

副町長
教育長

750,000 円
637,000 円
573,000 円

1.600 月分
1.600 月分
1.600 月分

1.600 月分
1.600 月分
1.600 月分

3.200 月分
3.200 月分
3.200 月分

20.0％
15.0％
15.0％

議長
副議長
議員

304,000 円
252,000 円
210,000 円

1.575 月分
1.575 月分
1.575 月分

1.675 月分
1.675 月分
1.675 月分

3.250 月分
3.250 月分
3.250 月分

10.0％
10.0％
10.0％

■ ラスパイレス指数の状況（令和4年４月１日）
職種 邑南町 県内市町村平均 島根県

一般行政職 97.9 98.4 98.1
※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100
   とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

■ 部門別職員数の状況（令和５年４月１日現在）
部門 一般行政部門 特別行政部門 公営企業等 合計区分 議会 総務 税務 民生 衛生 農林水産 商工 土木 計 教育 上下水道 その他 計

職員数（人） 2 57 9 11 23 17 4 15 138 44 13 13 26 208

■ 職員の勤務時間
1 週間の正規
の勤務時間

1 日の正規
の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

38時間45分 7時間45分 8時30分 17時15分 12時～13時

■ 職員の分限及び懲戒処分の状況（令和４年度）
分限処分者数 懲戒処分者数

0人 3人

（注）1 職員手当には退職手当は含んでいません。
　　  2 普通会計には電気通信事業特別会計も含みます。

邑 南 町 職 員 の 給 与 等 の 状 況

（注）人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含んでいます（地方財政状況調査区分による）。
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（２）勤務成績の評定状況
　　邑南町人事評価制度に基づき、全職員対象

内容
・年度当初に目標を設定した上で、管理者と面談を行い、  
  職員の能力向上、職務改善を図っている。
・半期の実績をふり返り、次期へのステップアップのきっ    
  かけとしている。
・年度末に業績評価、能力評価を本人が行い、また評価者  
  も評価した後に面談を行い、確定している。

（１）一般職員の年次有給休暇の取得状況
総付与日数

A（日）
総取得日数

B( 日 )
全対象職員数

C( 人 )
平均取得日数

B/C（日）
取得率

B/A（％）
7,444 2,253 198 11.3 30.2

（２）育児休業の取得状況（令和 4年度）
区分 休業取得者数 部分休業取得者数

男性職員 4 ０
女性職員 2 0

計 6 0

（３）介護休暇の取得状況（令和 4年度）
区分 休暇取得者数

男性職員 ０
女性職員 ０

計 ０

■ 職員の研修及び勤務成績の状況
（１）研修状況（令和４年度）

研修項目 研修数 参加者数
総務省自治大学校 0 0
アカデミー 0 0
国及び島根県 21 150
自治研修所 12 64
島根県市町村総合事務組合、町村会 11 65
その他 21 763

合計 65 1,042

■ 職員の福祉及び利益の保護の状況
安全衛生管理体制（令和４年度）

区分 専任者数（人）
衛生管理者 １
産業医 １
安全衛生委員 13

令 和 ４ 年 度  水 道 事 業 会 計 決 算 報 告

●水道事業企業債残高（令和5年3月31日）
年　度 残　高

令和3年度末 26億4,173万円
令和4年度末 25億3,075万円

前年度比較増減 ▲1億1,098万円

●給水人口と給水量
給水人口 年間総有収水量 1人1日平均給水量
8,646人 925,462㎥ 293ℓ

　令和４年度の事業活動による経営状況は、収
益４億1,907万円、費用3億9,539万円となり当
年度純利益2,368万円となりました。
　主な要因は、収益面では、営業外収益で長期
前受金が増えたこと、費用面では営業費用とし
て減価償却費が減額となり、営業外費用の企業
債支払利息が減ったためです。

【収益的収入・支出】 ●貸借対照表（令和５年3月31日）
資　　産 負　　債

固定資産 55億7,850万円 固定負債 22億4,853万円
流動資産 　2億7,285万円 流動負債 3億7,669万円

繰延収益 17億2,579万円
資　　本

資本金 14億5,129万円
剰余金 4,905万円

合　計 58億5,135万円 合　計 58億5,135万円

　水道施設整備事業として、布施地区、市木地
区、日和地区の配水管布設測量調査、設計業務
に加え、配水管布設工事、町単独事業配水管布
設工事、水道施設機器更新等を実施しました。

【資本的収入・支出】 ●損益計算書（令和４年4月1日～令和５年3月31日）
費　　用 収　　益

営業費用 3億5,653万円 営業収益 2億    41万円
営業外費用 　　3,886万円 営業外収益 2億1,866万円
合　計 3億9,539万円 合　計 4億1,907万円
当年度純利益 2,368万円

■ 職員の服務の状況

※対象期間：令和４年１月１日～令和４年 12 月３１日
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中
間
行
政
報
告

令
和
５
年
度

　
令
和
５
年
９
月
邑
南
町
議
会
定
例
会
に
あ
た
り
、
決
算

状
況
、
財
政
状
況
及
び
現
在
進
め
て
い
る
諸
施
策
等
に
つ

い
て
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
諸
施
策
等
の
内
容
を
抜

粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
瑞
穂
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

　
ス
ラ
イ
ダ
ー
で
の
事
故
に
つ
い
て

　

８
月
24
日（
木
）、14
時
25
分
頃
、

瑞
穂
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス

ラ
イ
ダ
ー
で
、
公
民
館
主
催
の
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
事
業
に
参
加
し
て
い
た
町

内
の
小
学
生
児
童
が
他
の
児
童
と
接

触
し
て
意
識
不
明
の
重
体
と
な
り
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
緊
急
搬
送
さ
れ
ま

し
た
。
児
童
の
意
識
が
戻
り
、
回
復

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
し
た

が
、
翌
日
17
時
前
に
搬
送
先
の
病
院

で
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
誠
に
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
重
大

な
事
故
が
発
生
し
て
し
ま
い
、
亡
く

な
ら
れ
た
児
童
御
本
人
、
御
家
族
の

皆
様
に
対
し
て
誠
に
申
し
訳
な
く
、

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
、
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
児
童
の

御
家
族
の
立
場
に
立
ち
、
常
に
御
家

族
に
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
。
そ
し

て
、
参
加
さ
れ
た
児
童
が
通
う
特
に

２
校
の
小
学
校
に
県
教
育
委
員
会
を

通
じ
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

派
遣
し
ま
し
た
。
両
校
の
児
童
並
び

に
教
職
員
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
最

優
先
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

ス
タ
ッ
フ
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
も

町
が
委
託
し
て
い
る
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
今
回

の
事
故
は
、
発
生
当
時
に
児
童
の
見

守
り
態
勢
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と

が
主
要
な
要
因
と
考
え
て
お
り
、
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
警
察
が

捜
査
さ
れ
て
お
り
、
警
察
の
捜
査
に

は
全
面
的
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
瑞
穂
ハ
イ
ラ
ン
ド
側
と

の
事
実
確
認
も
必
要
に
応
じ
て
行
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
８
月
28
日
付
け
で
、
大

橋
教
育
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
、
事
故

調
査
チ
ー
ム
を
全
庁
的
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
初
会
合
を
非
公
開
に
て
９

月
１
日
に
開
き
ま
し
た
。
調
査
チ
ー

ム
は
教
育
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
総

務
課
、
医
療
福
祉
政
策
課
、
建
設
課

も
構
成
員
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

に
関
係
者
や
関
係
機
関
か
ら
収
集
し

た
情
報
に
加
え
、
新
た
に
聞
き
取
り

等
も
実
施
し
、
事
実
や
問
題
点
を
明

ら
か
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
第
三
者
を
中

心
と
し
た
事
故
検
証
委
員
会
（
仮

称
）
の
立
ち
上
げ
も
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
こ
の
度
の
事
故
に
対
し
て
、

行
政
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
私
自
ら
先

頭
に
立
っ
て
町
民
の
信
頼
回
復
に
向

け
、
真
摯
に
向
き
合
い
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
　
　
　
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
５
月
８
日
以
降
、
感
染
法
上
の
位

置
付
け
が
５
類
に
移
行
し
、
感
染
対

策
は
個
人
や
事
業
者
の
判
断
が
基
本

と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
、
廃

止
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

本
部
に
代
わ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
会
議
を
設
置
し
対
応
し
て

い
ま
す
。
現
状
で
も
、
町
内
で
感
染

者
が
連
日
確
認
さ
れ
、
感
染
の
再
拡

大
も
心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
マ
ス

ク
着
用
や
手
洗
い
、
換
気
な
ど
の
基

本
的
な
感
染
対
策
を
防
災
行
政
無
線

に
よ
り
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。ま
た
、

本
町
顧
問
石
原
晋
医
療
政
策
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
か
ら
、
改
め
て
基
本
的
な
感

染
対
策
が
有
効
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

お
お
な
ん
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
じ

て
町
民
の
皆
さ
ん
へ
直
接
呼
び
か
け

て
も
ら
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
、
基
本
的
な
感
染
対
策
に
つ
い
て

御
理
解
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン　

　
接
種
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
は
、「
春
開
始
接
種
」

と
し
て
、
５
月
８
日
よ
り
65
歳
以
上

の
高
齢
者
、
５
歳
以
上
で
基
礎
疾
患

を
有
す
る
方
、
医
療
従
事
者
ら
を
対

象
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
度

ま
で
は
、
主
に
集
団
接
種
で
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
町

内
医
療
機
関
に
て
個
別
接
種
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
８
月
20
日
現
在
、
国
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
記
録
シ
ス
テ
ム（
Ｖ
Ｒ
Ｓ
）で
の

接
種
実
績
で
は
３
，７
２
１
名
の
方

が
接
種
さ
れ
、
65
歳
以
上
の
方
の
接

種
率
は
、
65.

34
％
と
い
う
状
況

で
す
。
ま
た
、
現
在
国
で
は
、
重
症

者
を
減
ら
す
目
的
の
も
と
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を
有
す
る

方
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
方
を
努

力
義
務
と
し
て
接
種
の
対
象
と
し
、

そ
の
他
全
て
の
方
に
つ
い
て
は
接
種

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
、
９
月

20
日
よ
り
「
秋
開
始
接
種
」
と
し
て

実
施
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
省
令
等
の
改
正
を

受
け
、
本
町
で
も
速
や
か
に
接
種
が

で
き
る
よ
う
、
準
備
し
ま
す
。

◆
防
災
・
危
機
管
理
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
対
応
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
８
月
24
日
、
町
内
に
未

曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
豪
雨
災

害
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ

の
機
会
に
改
め
て
、
10
年
前
の
豪
雨

災
害
を
振
り
返
り
つ
つ
、
気
候
変
動

の
影
響
等
か
ら
、
集
中
豪
雨
や
記
録

的
短
時
間
大
雨
情
報
、
線
状
降
水
帯

の
発
生
な
ど
が
頻
発
し
て
い
る
近
年

の
豪
雨
災
害
な
ど
に
備
え
る
た
め
、

８
月
20
日(

日)

、
健
康
セ
ン
タ
ー
元

気
館
で
令
和
５
年
度
邑
南
町
防
災
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
に
は
、
町
内
自
主
防
災
組

織
や
防
災
士
、
民
生
児
童
委
員
、
福

祉
事
業
者
な
ど
か
ら
約
１
７
０
名
の

方
々
に
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
社
会
福
祉
士

会
事
務
局
長
の
西
野
佳
名
子
氏
を
講

師
に
迎
え
、「
避
難
行
動
要
支
援
者

支
援
と
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
で
、

自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
避

難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画

作
成
が
市
町
村
の
努
力
義
務
と
さ
れ

ま
し
た
。
要
支
援
者
の
避
難
方
法
を

事
前
に
決
め
る
個
別
避
難
計
画
の
必

要
性
や
そ
の
作
成
手
順
等
、
誰
ひ
と

り
取
り
残
さ
な
い
た
め
に
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

◆
大
雨・台
風
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
７
月
27
日
の
瑞
穂
地
域
で
の
局
地

的
大
雨
へ
の
対
応
に
つ
い
て
で
す
。

18
時
56
分
、
大
雨
警
報（
土
砂
災
害
）

の
発
表
を
受
け
、
災
害
準
備
体
制
に

入
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
19
時
10
分

に
は
邑
南
町
に
対
し
、
土
砂
災
害
危

険
度
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、

20
時
に
は
解
除
さ
れ
、
大
雨
警
報
も

20
時
05
分
に
は
注
意
報
へ
と
切
り
替

わ
り
ま
し
た
。こ
の
雨
に
よ
る
人
的・

住
家
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

19
時
か
ら
20
時
の
間
の
降
水
量
は
、

ア
メ
ダ
ス
瑞
穂
で
40
㎜
で
し
た
。
台

風
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
、
８

月
９
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
台
風
６

号
、
８
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て

台
風
７
号
が
そ
れ
ぞ
れ
島
根
県
付
近

を
通
過
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
邑

南
町
に
警
報
等
の
発
表
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
引
き
続
き
、
災
害
へ
の

注
意
喚
起
、
適
切
な
避
難
情
報
の
発

表
等
に
努
め
ま
す
。

◆
Ｄ
Ｘ
推
進
の
取
組
に
つ
い
て

　
Ｄ
Ｘ
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
３
月
に
邑
南
町
デ
ジ
タ
ル
変
革

ビ
ジ
ョ
ン
と
題
し
て
、
取
り
組
み
の



7 広報おおなん 2023.10

基
本
方
針
を
策
定
し
、
ユ
ー
ザ
ー
が

便
利
さ
を
実
感
で
き
る
事
業
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
を
見
直
し
、
業

務
を
効
率
化
す
る
こ
と
な
ど
の
観
点

か
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む

姿
勢
で
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
地
方
創
生
人
材
支
援

制
度
を
活
用
し
て
総
務
省
よ
り
紹
介

し
て
い
た
だ
い
た
デ
ジ
タ
ル
専
門
人

材
の
方
と
業
務
委
託
契
約
を
取
り
交

わ
し
、職
員
の
人
材
育
成
を
念
頭
に
、

Ｄ
Ｘ
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
を
検
討
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
支
援
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
Ｄ
Ｘ
の
重
点
取
組
項

目
で
あ
る
、
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
つ

き
ま
し
て
も
、
邑
智
郡
３
町
と
邑
智

郡
総
合
事
務
組
合
で
協
議
を
進
め
、

令
和
７
年
度
中
の
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移

行
を
目
指
し
、
必
要
な
事
務
を
関
係

課
に
お
い
て
作
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
標
準
化

に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
町
民
の
方
の

利
便
性
が
向
上
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
シ
ス
テ
ム
の
改
変
に
伴

い
波
及
し
て
く
る
業
務
の
見
直
し
、

書
か
な
い
窓
口
等
、手
続
の
省
力
化
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

電
子
申
請
な
ど
に
取
り
組
み
や
す
い

環
境
が
整
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
変
革
の
た
め
に
利
用
す
る

シ
ス
テ
ム
が
増
え
、
複
雑
化
し
て
く

る
こ
と
か
ら
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
分
野
に
関
し
て
も
、
注
力
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
本
町
で
も
、
邑
南

町
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を

策
定
し
て
い
ま
す
が
、
状
況
に
更
に

適
合
し
た
も
の
と
す
る
た
め
、
現
在

改
訂
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

◆
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
設
備
の
更
新

　
に
つ
い
て

　
現
在
、
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
設
備
に

つ
い
て
は
、
整
備
か
ら
10
年
以
上
経

過
し
て
い
る
た
め
、
各
種
機
器
の
更

新
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度

か
ら
予
定
し
て
い
た
基
幹
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
更
新
は
半
導
体
不
足
の
影

響
を
受
け
、
大
幅
に
遅
れ
ま
し
た

が
、
８
月
初
旬
に
更
新
が
完
了
し
ま

し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
環

境
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
、
つ
な
が
り

に
く
い
時
間
帯
で
の
安
定
的
な
運
用

が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
の
通
信
速
度
１
０
０

Мメ

ガ

ｂｐ
ｓ
の
プ
ラ
ン
を
追
加
す
る
条

例
改
正
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
全

国
的
に
、
１
０
０
Мメ

ガ

ｂｐ
ｓ
以
上
の

通
信
速
度
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
当
た

り
前
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を

超
え
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
い
て

は
、
皆
様
か
ら
い
た
だ
く
利
用
料
の

変
更
等
が
で
き
る
だ
け
な
い
よ
う
に

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
加
入
者
宅
の
Ｏ
Ｎ
Ｕ
に
つ

い
て
も
、
今
年
度
も
引
き
続
き
更
新

を
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
石
見
地

域
の
日
貫
地
区
及
び
日
和
地
区
並
び

に
瑞
穂
地
域
の
一
部
を
予
定
し
て
お

り
、
引
き
続
き
安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
寄
与
す
る
た
め
、
確
実
に
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
防
災
定
点
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
の
事
業
と
し
て
実
施

し
、
カ
メ
ラ
の
更
新
が
完
了
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
新
た
に
日
貫
地
区
に
カ

メ
ラ
を
設
置
し
た
他
、
画
質
が
大
幅

に
向
上
し
、
夜
間
で
の
暗
視
機
能
も

向
上
し
て
い
る
こ
と
で
、
防
災
の
観

点
か
ら
も
有
効
な
情
報
提
供
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
７
月
発
生
の
落
雷
被
害
に
つ
い
て

　
７
月
27
、
28
日
に
発
生
し
た
ゲ
リ

ラ
豪
雨
の
際
に
町
内
で
多
く
の
落
雷

が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
提
供
し
て
い
る
Ｉ
Ｐ
電
話

サ
ー
ビ
ス
の
機
器
で
も
１
０
０
件
以

上
の
故
障
が
報
告
さ
れ
、
機
器
交
換

に
時
間
を
要
し
、
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス
は
全
国
的
に
は

サ
ー
ビ
ス
終
了
の
流
れ
で
、
交
換
機

器
の
調
達
に
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
今

後
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
あ
り
方
な

ど
、
担
当
課
で
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
方
向

性
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
道
の
駅
瑞
穂
再
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
工
事
の
進
捗
に
つ
い
て
、
現
在
、

国
道
２
６
１
号
の
舗
装
整
備
工
事
、

道
の
駅
敷
地
造
成
に
か
か
る
調
整
池

整
備
工
事
他
１
件
の
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
令
和
５
年
度

中
に
地
中
熱
を
活
用
し
た
融
雪
設
備

整
備
工
事
を
発
注
す
る
予
定
で
す
。

　
次
に
、
本
体
建
築
等
工
事
の
入
札

状
況
に
つ
い
て
で
す
が
、
７
月
12
日

に
入
札
公
告
を
行
い
、
入
札
執
行
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
応
札
者
が

な
か
っ
た
た
め
入
札
を
取
り
止
め
て

い
ま
す
。
再
入
札
に
つ
い
て
は
、
８

月
30
日
に
公
告
を
行
い
、
入
札
執
行

は
９
月
28
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
道
の
駅
名
称
選
考
に
つ
い
て
は
、

８
月
３
日
、
邑
南
町
道
の
駅
名
称
選

考
委
員
会
設
置
要
綱
を
施
行
し
、
邑

南
町
道
の
駅
名
称
選
考
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。
各
団
体
等
か
ら
推
薦

さ
れ
た
18
名
に
選
考
委
員
を
委
嘱

し
、
８
月
22
日
に
第
１
回
道
の
駅
名

称
選
考
委
員
会
を
開
き
ま
し
た
。
名

称
決
定
ま
で
の
予
定
や
所
掌
事
項
に

つ
い
て
審
議
し
、
10
月
よ
り
名
称
募

集
を
開
始
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
流
れ
と
し
て
は
、
多
く
の
皆
様

か
ら
ご
応
募
い
た
だ
い
た
名
称
案
か

ら
、
12
月
に
予
定
す
る
第
２
回
選
考

委
員
会
に
お
い
て
一
次
選
考
を
行

い
、複
数
案
の
候
補
を
選
出
し
ま
す
。

選
出
し
た
候
補
か
ら
、
邑
南
町
の
未

来
を
担
う
世
代
で
あ
る
、
町
内
の
児

童
、
生
徒
た
ち
に
よ
る
一
人
一
票
の

投
票
に
よ
る
二
次
選
考
を
経
て
、
最

終
候
補
の
選
出
を
行
う
予
定
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
二
次
選
考
の
投
票
結

果
を
踏
ま
え
、
２
月
に
予
定
す
る
第

３
回
名
称
選
考
委
員
会
で
名
称
を
決

定
し
、
３
月
に
発
表
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
事
業

　
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
４
月
に
第
１
回
の
脱
炭

素
先
行
地
域
に
選
定
さ
れ
、
環
境
省

の
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
環
境

と
経
済
を
両
立
さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
設
備
工
事

の
状
況
は
、
地
域
新
電
力
会
社
お
お

な
ん
き
ら
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
に
よ
り

公
共
施
設
や
事
業
所
、
一
般
家
庭
に

対
し
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
ス
キ
ー
ム
を
活
用
し

た
太
陽
光
発
電
設
備
の
整
備
を
着
実

に
進
め
て
い
ま
す
。公
共
施
設
で
は
、

瑞
穂
支
所
、
お
お
な
ん
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
局
舎
、健
康
セ
ン
タ
ー
元
気
館
、

田
所
公
民
館
、
出
羽
公
民
館
で
、
ま

も
な
く
太
陽
光
発
電
設
備
に
よ
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
が
開
始

で
き
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
羽
須
美

支
所
、
阿
須
那
公
民
館
、
い
こ
い
の

村
し
ま
ね
に
つ
い
て
は
設
備
工
事
実

施
に
向
け
、
詳
細
設
計
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
だ
と
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
民
間
住
宅
や
民
間
事

業
所
で
も
、
太
陽
光
発
電
設
備
工
事

を
複
数
件
、
現
在
進
め
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
次
に
、
邑
南
町
が
行
う
Ｅ
Ｖ
自
動

車
急
速
発
電
設
備
整
備
工
事
に
つ
い

て
は
、
８
月
24
日
に
指
名
競
争
入
札

を
行
い
、
工
事
業
者
が
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
道
の
駅
瑞
穂
再
整
備
事

業
で
の
地
中
熱
を
活
用
し
た
融
雪
設

備
や
、
小
型
風
力
発
電
設
備
の
工
事

に
つ
い
て
は
、
早
期
の
工
事
発
注
に

向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
お

お
な
ん
き
ら
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
の
小

売
電
気
事
業
に
つ
い
て
は
、
電
気
の

安
定
調
達
を
目
的
に
ロ
ー
カ
ル
エ
ナ

ジ
ー
㈱（
米
子
市
）の
バ
ラ
ン
シ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
に
入
り
、
グ
ル
ー
プ
の
一

員
と
し
て
電
気
の
共
同
調
達
を
行
う

こ
と
で
、
11
月
か
ら
順
次
小
売
電
気

事
業
を
開
始
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

◆
公
共
交
通
施
策
に
つ
い
て

　
邑
南
町
バ
ス
路
線
再
編
実
施
計
画

（
令
和
２
年
３
月
作
成
）の
中
で
路
線
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再
編
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
、
お
お

な
ん
バ
ス「
邑
南
川
本
線
」の
再
編
に

向
け
、令
和
４
年
９
月
１
日
か
ら「
地

域
内
循
環
交
通
実
証
運
行
」を
実
施

し
現
在
も
運
行
中
で
す
。
そ
の
路
線

に
つ
い
て
、
10
月
か
ら
は
運
賃
を
徴

収
す
る
有
料
路
線「
瑞
穂
矢
上
線
」と

し
て
運
行
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
現
在
運
行
中
の「
邑
南
川
本

線
」を
継
続
し
、
元
々
計
画
に
あ
っ

た「
邑
南
川
本
線
再
編
案
」を
取
り
止

め
る
こ
と
と
し
、
新
ル
ー
ト
の
、
道

の
駅
瑞
穂
か
ら
出
羽
、
高
原
を
経
由

し
て
、
石
見
方
面
へ
運
行
す
る「
瑞

穂
矢
上
線
」で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
で
、

経
費
を
抑
え
つ
つ
利
便
性
の
向
上
が

図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
邑
学
館
新
館
別
棟
整
備
事
業

　
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
邑
学
館
新
館
別
棟
建
築
工
事
は
、

令
和
５
年
９
月
末
の
完
成
を
目
指
し

て
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
工
事
は
、

完
成
に
向
け
て
順
調
に
進
ん
で
お

り
、
８
月
末
で
の
進
捗
率
は
85
％
で

す
。
建
物
完
成
後
は
、
備
品
納
品
、

外
構
工
事
、
連
絡
通
路
設
置
工
事
に

取
り
組
み
、
10
月
末
に
竣
工
式
を
執

り
行
う
予
定
と
し
て
お
り
、
寄
宿
舎

生
の
利
用
開
始
は
、
11
月
か
ら
を
予

定
で
す
。
ま
た
、
新
館
別
棟
を
利
用

す
る
生
徒
の
学
び
と
暮
ら
し
の
場
と

し
て
、
長
く
愛
着
を
持
っ
て
利
用
さ

れ
る
建
物
と
な
る
よ
う
矢
上
高
校
生

徒
な
ど
を
対
象
に
愛
称
の
募
集
を

行
っ
た
と
ろ
で
す
。
生
徒
か
ら
募
集

し
た
愛
称
の
候
補
に
つ
い
て
は
、
寄

宿
舎
を
利
用
す
る
矢
上
高
校
生
、
教

職
員
、
地
域
の
関
係
者
か
ら
な
る
選

定
委
員
会
で
選
考
し
、
選
定
さ
れ
た

愛
称
に
つ
い
て
は
新
館
別
棟
前
に
掲

示
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
神
紅
の
産
地
化
に
つ
い
て

　
今
年
度
は
、
お
ー
な
ん
ア
グ
サ
ポ

隊
の
３
年
間
の
研
修
を
終
え
た
５
名

の
ハ
ウ
ス
の
内
、
令
和
2
年
度
に
苗

を
植
栽
し
た
園
、
約
39
ａ
で
７
９
０

房
が
着
果
し
、
８
月
13
日
か
ら
出
荷

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
荷
形
態
は

生
果
の
房
と
生
果
の
粒
で
、
農
協
で

の
共
販
や
ネ
ッ
ト
に
よ
る
個
人
販

売
、
町
内
の
直
売
所
へ
の
出
荷
等
と

な
っ
て
い
ま
す
。
出
荷
初
年
度
は
、

収
穫
量
は
ま
だ
少
な
い
状
況
の
中
で

す
が
、
思
っ
た
以
上
に
玉
の
太
り
が

良
く
糖
度
の
上
が
り
具
合
の
心
配

や
、
梅
雨
明
け
以
降
夜
温
の
高
い
状

態
が
続
い
た
た
め
着
色
の
進
み
具
合

の
心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
結
果
的

に
、
着
色
、
糖
度
も
基
準
に
達
し
、

生
果
と
し
て
販
売
で
き
る
房
も
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
状
況
を

ま
と
め
、
来
年
度
以
降
の
管
理
や
他

の
育
成
園
の
管
理
に
つ
な
げ
、
安
定

的
な
生
産
を
確
立
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す

◆
浜
田
市
と
邑
南
町
と
の﹁
食
﹂を
通

　
じ
た
観
光・文
化
交
流
協
議
会
の
総

　
会
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
度
の
浜
田
市
と
邑
南
町

と
の「
食
」を
通
じ
た
観
光
・
文
化
交

流
協
議
会
の
総
会
が
、
７
月
26
日
邑

南
町
役
場
で
開
催
さ
れ
、
令
和
４
年

度
の
事
業
や
決
算
が
報
告
さ
れ
た

後
、
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
や
予

算
が
審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
の
事
業
と
し
て
、
㈱
ぐ
る
な
び

と
連
携
し
、
広
島
市
や
浜
田
市
、
邑

南
町
で
、
両
市
町
の
食
材
を
活
用
し

た
食
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と

等
が
決
定
し
ま
し
た
。
広
島
市
方
面

か
ら
の
参
加
を
想
定
し
て
お
り
、
今

後
の
観
光
誘
客
に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
万
博
首
長
連
合
に
つ
い
て

　
７
月
３
日
に
開
催
し
た
邑
南
町
観

光
戦
略
研
修
会
で
、
元
観
光
庁
長
官

で
公
益
財
団
法
人
大
阪
観
光
局
理
事

長
の
溝
端
宏
氏
が
邑
南
町
観
光
戦
略

の
推
進
に
つ
い
て
、「
邑
南
町
の
魅

力
に
つ
い
て
～
２
０
２
５
年
大
阪・

関
西
万
博
を
控
え
て
～
」と
題
し
て

講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
溝

端
氏
は
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧

会
と
と
も
に
、
地
域
の
未
来
社
会
を

創
造
す
る
首
長
連
合
に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。
万
博
は
地
域
活
性
化
の

た
め
の
動
機
付
け
の
場
と
し
、現
在
、

万
博
首
長
連
合
の
加
盟
自
治
体
は
全

国
で
６
４
４
治
体
あ
る
よ
う
で
す
。

万
博
首
長
連
合
の
取
組
に
、
健
康・

美・長
寿
推
進
サ
ミ
ッ
ト（
案
）が
あ

り
、
邑
南
町
に
参
加
の
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
地
方

自
治
体
が
全
国
で
10
市
町
村
程
度
、

中
央
省
庁
、
民
間
企
業
、
大
学
等
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
健
康
長
寿

の
先
進
事
例
等
に
つ
い
て
学
び
、
町

民
の
健
康
増
進
に
役
立
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
詳
細

は
未
定
で
す
が
、
経
費
等
、
必
要
に

応
じ
て
来
年
度
の
当
初
予
算
に
計
上

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
建
設
関
係
事
業
に
つ
い
て

　
国
県
道
整
備
事
業
は
、
主
要
地
方

道
浜
田
作
木
線
吉
原
工
区
で
、
落
石

対
策
を
含
め
た
改
良
工
事
を
進
め
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
今
年
中
に
は
完

成
予
定
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
高
見
工

区
は
高
見
橋
か
ら
瑞
穗
砕
石
㈱
に
向

か
っ
て
掘
削
工
事
を
進
め
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
道
２
６
１

号
の
臼
谷
工
区
と
主
要
地
方
道
甲
田

作
木
線
西
之
原
工
区
は
そ
れ
ぞ
れ
用

地
調
査
や
建
物
調
査
等
を
、
主
要
地

方
道
仁
摩
邑
南
線
荻
原
工
区
は
法
面

工
と
舗
装
工
を
、
主
要
地
方
道
田
所

国
府
線
市
木
工
区
は
桜
屋
橋
の
上
下

部
工
を
そ
れ
ぞ
れ
進
め
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
町
道
整
備
事
業
は
、
町
道
日
南
川

上
田
線
の
災
害
防
除
工
事
、
石
見
中

央
線
の
歩
道
整
備
工
事
、
簾
金
比
羅

線
の
道
路
改
良
工
事
を
第
１
四
半
期

に
発
注
し
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

今
後
、
町
道
伴
蔵
線
の
法
面
対
策
工

事
を
第
３
四
半
期
、
道
路
改
良
工
事

の
高
見
宇
都
井
線
を
第
２
四
半
期
、

片
田
善
教
寺
原
線
を
第
３
四
半
期
に

発
注
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

◆
点
検
評
価
に
つ
い
て

　
ま
ず
、「
令
和
４
年
度
邑
南
町
教

育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の

点
検
・
評
価
報
告
書
」
を
、
今
定
例

議
会
で
教
育
委
員
会
か
ら
提
出
し
ま

す
。
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る

事
務
に
つ
い
て
、
自
ら
が
自
己
点
検

評
価
し
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
で

構
成
さ
れ
た
第
３
者
評
価
機
関
の
委

員
に
よ
る
意
見
を
付
し
て
、
報
告
書

と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。な
お
、

評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
教
育
行
政

推
進
の
一
助
と
し
て
い
ま
す
。

（
石
見
中
学
校
改
築
工
事
に
つ
い
て
）

　
石
見
中
学
校
改
築
工
事
の
進
捗
状

況
は
、
８
月
末
時
点
で
の
進
捗
状
況

は
、
約
48
％
と
な
っ
て
お
り
、
９
月

よ
り
屋
根
の
工
事
に
入
る
段
階
で

す
。
近
隣
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
安
全
を
最
優
先
に
工
事
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
学
び
の
ま
ち
推
進
課
関
係
に
つ
い
て

　
６
月
24
日
岩
国
市
で
開
催
さ
れ
た

２
０
２
３
年
度
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ

ネ
ス
コ
活
動
研
究
会
で
、
日
貫
小
学

校
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
同
校
は
平

成
28
年
に
「
少
子
化
・
人
口
減
少
社

会
に
対
応
し
た
活
力
あ
る
学
校
教
育

推
進
事
業
」
の
研
究
校
に
指
定
さ

れ
、
以
降
20
年
来
継
続
し
て
い
た
ふ

る
さ
と
教
育
の
成
果
を
礎
に
小
規
模

校
を
存
続
さ
せ
る
場
合
の
教
育
活
動

の
高
度
化
に
取
り
組
み
、「
小
規
模

校
」
や
「
日
貫
と
い
う
地
域
」
の
活

用
に
よ
っ
て
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
化
す

る
一
方
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
最
小
化

さ
せ
「
地
域
と
と
も
に
考
え
魅
力
あ

る
学
校
づ
く
り
を
実
践
し
た
優
れ
た

教
育
の
取
り
組
み
」
と
し
て
ユ
ネ
ス

コ
が
提
唱
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
の
具
現
化

し
た
事
例
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
を
讃
え

る
と
と
も
に
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
る
と
こ
ろ
で
す
。
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邑
智
郡
内
の
小
学
生
で
つ
く
る
「
Ｋ
ｉ
ｄ

ｓ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」
が
、
８
月
下
旬

に
あ
っ
た
「
し
ま
な
み
学
童
軟
式
野
球
大
会
」

（
愛
媛
県
今
治
市
開
催
）
で
、
準
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。
９
月
22
日
に
は
、
選
手
14
人
が
石

橋
町
長
を
表
敬
訪
問
し
、
大
会
の
結
果
報
告

と
今
後
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

１
回
戦
か
ら
準
決
勝
戦
ま
で
、
得
意
の
攻

撃
力
を
活
か
し
て
、
高
得
点
で
勝
ち
進
み
ま

し
た
が
、
決
勝
戦
で
は
惜
し
く
も
岡
山
県
代

表
チ
ー
ム
に
敗
北
し
ま
し
た
。

　

間
孝
司
コ
ー
チ
は
「
日
に
日
に
選
手
た
ち

が
た
く
ま
し
く
な
っ
て
い
た
」
と
振
り
返
り
、

酒
井
冴ひ
り
ゅ
う隆

主
将
は
「
次
の
大
会
で
は
優
勝
を

目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
た
石
橋
町
長
は
「
す
ご
い
こ

と
を
や
っ
て
く

れ
た
。
皆
さ
ん

の
頑
張
り
は
、

町
民
の
人
た
ち

が
元
気
に
な
る

き
っ
か
け
に
な

る
と
思
う
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
第
54
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
８

月
21
～
23
日
、愛
媛
県
今
治
市
営
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
）に
羽
須
美
中
学
校
男
女
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が

出
場
し
ま
し
た
。

　
８
月
５・６
日
に
あ
っ
た
中
国
大
会（
山
口
市
開

催
）で
男
子
団
体
戦
で
準
優
勝
、
男
女
個
人
戦
で

岡
崎
尊
・
三
上
瑛
大
ペ
ア
と
井
上
心
々
奈
・
上
口

紗
和
ペ
ア
が
、
代
表
決
定
戦
を
制
し
て
２
年
連
続

団
体
・
個
人
の
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
で
は
、
男
子
個
人
戦
で
２
回
戦
進
出

（
ベ
ス
ト
32
）、
女
子
個
人
戦・
男
子
団
体
戦
は
１

回
戦
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
全
国
の
強
豪

チ
ー
ム
と
互
角
に
渡
り
合
い
最
後
ま
で
諦
め
な
い

プ
レ
ー
を
見
せ
ま
し
た
。

　
大
会
後
、
男
子
キ
ャ
プ
テ
ン
の
栗
原
悠
成
さ
ん

は
「
た
く
さ
ん
の
方
に
応
援
し
て
も
ら
っ
た
こ
と

に
感
謝
し
た
い
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
羽
須
美
中
男
女
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　
　
　
　
全
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
へ
出
場
！

令
和
５
年
度

し
ま
ね
健
康
超
寿
者
の
表
彰

　

心
身
と
も
に
健
康
で
社
会
と
の
関
わ
り
を
持
ち
な
が

ら
生
活
し
て
い
る
１
０
０
歳
以
上
の
人
を
表
彰
す
る
島
根

県
の
「
し
ま
ね
健
康
超
寿
者
」
に
、
邑
南
町
か
ら
日
高
コ

ヨ
シ
さ
ん（
鱒
渕・１
０
２
歳
）と
坂
原
キ
タ
ヨ
さ
ん（
中
野・

１
０
３
歳
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
９
月
12
日
に
は
、
島
根
県
健
康
福
祉
部
の
細
田
浩
之
課

長
が
お
二
人
を
訪
問
し
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　
こ
の
取
組
は
、
生
涯
現
役
意
識
の
高
揚
や「
健
康
長
寿

日
本一
」を
目
指
す一環
と
し
て
平
成
18
年
に
開
始
。
今
年

度
、
県
内
で
は
、
日
高
さ
ん
と
坂
原
さ
ん
を
含
む
８
人
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
島
根
県
に
よ
る
と
、
お
二
人
と
も
身
の
回
り
の
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、
農
作
業
を
し
た
り
、
集
落
・
公
民
館
の
行

事
に
参
加
し
た
り
す
る
な
ど
、
健
康
的
な
生
活
を
過
ご
し

て
い
る
点
な
ど
が
表
彰
の
理
由
と
の
こ
と
で
し
た
。

日
高
コ
ヨ
シ
さ
ん

坂
原
キ
タ
ヨ
さ
ん

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
　
学
童
軟
式
野
球
大
会
で
準
優
勝
！石橋町長（中央）と並ぶKidsベースボール

クラブのメンバー
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ブラインドサッカーの体験会が８月２７日、健康センター
元気館でありました。町内外から集まった参加者が、目
が見えない状態でのサッカーの難しさを体感しました。
　参加者は、音が鳴るボールを使って、ドリブルやシュー
トに挑戦。位置を確かめながらボールを蹴るものの、上
手くコントロールできず、声を掛け合うことの大切さと分
かりやすく伝える難しさについて理解を深めました。

声 をたよりにボールを追う
邑南町社協　ブラインドサッカー体験会

８月１日から邑南町郷土館でスタートした企画展「おお
なん昭和のノスタルジア展」で、９月１９日に口羽小児童７
人が見学に訪れました。
　館内には、昭和に使われていた電話や時計などの日常
生活用品をはじめ、学校の机にランドセル、教科書など
も展示しており、児童らは自身が生まれる前の時代の物
を興味深そうに見学していました。

郷土館の職員からの説明を聞く児童

懐 かしい昭和の時代を感じる
邑南町郷土館企画展

　町内の交通安全に役立ててもらおうと、JA しまね島
根おおち地区本部から９月 21 日、カーブミラー等合計
６基の寄贈を受けました。
　役場本庁を訪れた同地区本部の服部幸信本部長が、

「地域の安全に役立ててほしい」と、日高輝和副町長に
目録と趣意書を贈呈しました。カーブミラーは、近く
町内に設置される予定です。

地 域の交通事故の防止に向けて
JA しまね島根おおち地区本部カーブミラー寄贈

目録と趣意書を手にする服部本部長（左）
と日高副町長

目隠しをしてドリブルに挑戦する参加者

　身体を動かして健康増進につなげる運動教室「大人の
部活」が９月２８日夜、健康センター元気館と矢上公民館
であり、町内外から集まった約３０人が参加しました。
　元気館トレーニングルームの吉川良指導員が、いすを
使った腹筋や、膝を上げるといった１０種類の動きを１０
分間連続で行う運動を紹介し、参加者は息を切らしなが
らもさわやかな汗を流しました。

吉川指導員にならって運動する参加者

運 動で元気よく、健康に！
保健課事業　大人の部活
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◆
採
用
予
定
人
数

　
２
人

◆
受
付
期
間

10
月
26
日（
木
）～
11
月
24
日（
金
）

◆
試
験
の
日
程
等

︻
試
験
︼

試
験
日

12
月
10
日（
日
）

会
場　
邑
南
町
役
場

邑
南
町
任
期
付
職
員
等
採
用
試
験

◆
募
集
職
種

一
般
事
務
職（
ハ
ン
ザ
ケ
自
然
館
事
務
）／
専
門

事
務
職
Ａ（
防
災
行
政
無
線
入
力
業
務
、公
民
館

事
務
、図
書
館
事
務
）／
専
門
事
務
職
Ｂ（
有
害

鳥
獣
対
策
指
導
員
）／
看
護
師（
矢
上
診
療
所
）

◆
採
用
予
定
人
数

　
６
人

◆
受
付
期
間

10
月
26
日（
木
）～
11
月
10
日（
金
）

◆
試
験
の
日
程
等

　
　
試
験
日　
　
希
望
日
を
選
択

　
　
会　
場　
　
邑
南
町
役
場

任
期
付
職
員︵
学
校
校
務
員
︶

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員

　
試
験
案
内
、
申
込
用
紙
は
役
場
総
務
課
、

各
支
所
で
交
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場

総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

総
務
課
人
事
係

　
☎
９
５-

１
１
１
１

IP
０
５
０-

５
２
０
７-

３
０
０
０

試
験
案
内
及
び
申
込
・
問
合
せ

　
公
立
邑
智
病
院
を
支
援
す
る
会
の
設
立
10

周
年
記
念
講
演
会
が
９
月
９
日
、
矢
上
交
流

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
島
根
県
立
大
学
理
事
長

兼
学
長
の
山
下一也
氏
が
、
邑
智
郡
の
医
療
の

将
来
像
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
「
邑
智
郡
の
地
域
づ
く
り

未
来
の
医
療
と
福
祉
」
と
題
し
て
、
人
口
減

少
が
進
む
地
域
で
の
医
療
に
つ
い
て
解
説
し
、

人
口
を
維
持
す
る
た
め
、
小
児
科
・
産
婦
人

科
を
中
心
に
地
域
の
医
療
を
守
る
こ
と
が
重

要
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療
機
関
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
悪
い
点
を
指
摘
し
、
山
間
地
域

で
の
診
療
看
護
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
可
能
性
を
強

調
し
ま
し
た
。

　
公
立
邑
智
病
院
を
支
援
す
る
会
は
、
平
成

25
年
１
月
に
会
員
数
72
人
で
発
足
。
邑
智
病

院
周
辺
の
美
化
活
動
や
コ
ン
ビ
ニ
受
診
の
抑
制

等
を
呼
び
か
け
る
啓
発
活
動
等
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

公
立
邑
智
病
院
を
支
援
す
る
会

　
　
　
設
立
10
周
年
記
念
講
演
会

地域医療について解説する
山下一也理事長

令
和
５
年
10
月
１
日
付
け

２
人
の
新
入
職
員
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
!!

質問事項
  ① 配属
  ② 出身地
  ③ 抱負

小
こ た に

谷 新
あ ら た

太
① 総務課
② 鳥取県江府町
③ 町職員として一生懸命頑
張りたいと思います。

栗
くりはら

原 麻
ま き

希
① 羽須美支所
② 羽須美地域
③ 町民の方々に信頼しても
らえるよう頑張ります。

新
規
採
用
職
員
紹
介
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～広島広域都市圏とは～
　広島県三原市エリア（東部）から、山口県柳井市エリア（西部）までの合計28 市
町で構成する圏域。国の「連携中枢都市圏構想」に掲げられた圏域全体の経済成長
のけん引や高次の都市機能の集積・強化等についての取組を展開している。

～広島広域都市圏のお祭り～

三次ワイン祭（三次市）  5月３～５日（予定）
芝生広場でのフードコートや音楽ステージを、
ワインとともに一日中楽しめる。
年２回（５、10月）開催。
次回開催は２０２４年。

【広島三次ワイナリー】
☎ 0824-64-0200
FAX   0824-64-0222

五
ご

サー市
いち
（安芸太田町）   1１月１１、１２日

太田川交流館かけはし（旧JR加計駅）付近を
会場に、2 日間開催。
町内外の出店者が集う。

【同実行委員会】
☎ 0826-22-1221
FAX   0826-22-1807

みさとふるさとまつり（美郷町） 1１月12日
メインイベントの駕

か ご
籠かき大会では、

仮装をした参加者が駕籠を担いで
町内を全力疾走するのが見どころ。

【同実行委員会（産業振興課内）】
☎ 0855-75-1214
FAX   0855-75-1218

邑南町は広島県広域都市圏
へ加盟しています。

広島市役所から派遣された
佐々木涼介主任主事（産業支援課）

　この都市圏のうち、邑南町の
近隣市町で開かれている祭りを
紹介します。四季折 に々開催さ
れる各地の祭りを、歴史や文化
を感じながら楽しみませんか。
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◆町が発行する主な適格請求書（インボイス）
　・水道料金
　・下水道使用料
　・ケーブルテレビ（ＴＶ・インターネット等）に関するもの
　・国保直営診療所に関するもの
　・その他（指定ごみ袋、コピー代など）
　　※邑南町の納入通知書などは、インボイスとして使用できません。

適格請求書（インボイス）交付についてのお知らせ

「適格請求書発行事業者」の
適用を受ける事業者の方へ

　令和５年１０月１日以降、
該当する会計への請求に
ついては、インボイス制
度の要件を満たす適格請
求書（インボイス）による
請求をお願いします。

会 計 問 合 せ 先
水道事業会計

水 道 課 ☎ 95-1118　IP050-5207-3017
下水道事業特別会計
国保直営診療所事業特別会計 町 民 課 ☎ 95-1114　IP050-5207-3006
電気通信事業特別会計 情報みらい創造課 ☎ 95-1111　IP050-5207-3000

　令和５年１０月１日から適格請求書等保存方式（インボイス制度）が開始されました。邑南町では、
希望される事業者に適格請求書（インボイス）を別途発行します。詳細につきましては、下記の関
係課へご連絡ください。

■応募条件
・どなたでも応募できます（1 人 1 点まで）。
・個人の応募に限ります。
■応募方法
①応募用紙による場合
　備え付けの応募用紙に必要事項を記入の上、
町内各所に設置してある応募箱に投函するか地
域みらい課までお送りください。
②応募フォームによる場合
　ＵＲＬ（https://onl.bz/
hdK79YU）か次の二次元バー
コードから応募して下さい⇒

邑 南 町 の 新 し い 道 の 駅  名 称 募 集 中！
■募集期間

令和 5 年 10月2日（月）～11月17日（金）

【申込・問合せ先】
　地域みらい課
　☎ 95-1117　FAX 95-0223
　IP050-5207-3019

　邑南町は、平成１６年１０月、羽須美村・瑞穂町・石見町の三町村合併により誕生し、令和６年に
は合併２０周年を迎えます。
　道の駅のにぎわいが、邑南町全域である１２公民館区へとつながり、より大きな経済効果をもた
らす集客施設として、地域の力となる「１２地区をつなぐ道の駅」となるよう、令和７年度のオープ
ンを目指し事業を進めています。地域をつなぐ場所としてふさわしい新しい道の駅の名称を募集し
ています。ふるって応募してください。

■選考方法
・一次選考
　名称選考委員会で数案を選出します。
・二次選考
　一次選考で選出した案の中から、邑南町の
小・中・高・養護学校の児童・生徒で最終投票
を行い決定します。
■その他
　最終決定した名称に採用された方の中から、
新しい道の駅で利用可能な商品券をお送りいた
します。



14広報おおなん 2023.10

　

現
在
の
地
球
は
二
酸
化
炭
素
排

出
の
影
響
に
よ
り
、
年
々
気
温
が

上
昇
し
、
世
界
規
模
で
大
雨
洪
水
、

干
ば
つ
等
の
異
常
気
象
が
多
発
し
、

生
態
系
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
、
二
酸
化
炭

素
排
出
量
を
２
０
３
０
年
度
ま
で
に

２
０
１
３
年
度
と
比
べ
て
半
分
近
く

削
減
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

　
「
Ｃク

ー

ル

Ｏ
Ｏ
Ｌ
Ｃチ

ョ

イ

ス

Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」と
は
、

二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と
す
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
の
た

め
、
脱
炭
素
社
会
づ
く
り
に
貢
献

す
る「
製
品
へ
の
買
い
換
え
」、「
サ
ー

ビ
ス
の
選
択
」、「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
転
換
」
な
ど
、
日
常
生
活
の
中

で
快
適
な
暮
ら
し
に
も
つ
な
が
る

あ
ら
ゆ
る
「
賢
い
選
択
」
を
し
て
い

こ
う
と
い
う
取
組
で
す
。

﹁
取
組
例
﹂

①
低
炭
素
製
品
へ
の
買
い
換
え

　
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
省
エ

第
４
回   

Ｃク

ー

ル

Ｏ
Ｏ
Ｌ
Ｃチ

ョ

イ

ス

Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
っ
て
知
っ
と
る
？

知
っ
と
る
？
脱
炭
素

　
ネ
家
電
へ
の
買
い
換
え
を
す
る
。
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す
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。

・
エ
コ
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③
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換
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。

　

地
球
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さ
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で
き
る
ラ
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「
賢
い
」選
択
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し
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う
！

【１】対象の電話機　　 
　　優良防犯電話（固定電話機及びファックス）
　　※公益財団法人全国防犯協会連合会が推奨するものに限る

【２】補助の対象者 ※下記の①、②のいずれにも該当する方
①満６５歳以上の方（令和５年度中に到達する方を含む）　

　　又はこの方と同居している方
　　※他市町村に居住する別居の家族等による代理申請も可

  ②原則、邑智郡内の店舗で対象の電話機を購入された方
　　　※大事！令和５年１０月１日以降の購入に限ります！

【３】補助金額　　　　　
　 購入金額（消費税含む）の２分の１
　　※ポイントなどの支払い分を除く

【４】申請受付期間　　　
　 令和５年１０月１日～令和６年２月２９日

※予算が上限に達した場合、申込受付期間中であっても事業
を終了する場合があります。

【５】受付窓口
　　 川本警察署生活安全係

【６】申請に必要なもの   
①申請書（窓口で配布、作成）

　②購入した電話機の領収書やレシート
　③購入した電話機の取扱説明書
　④満 65 歳以上の方の身分証
　　（免許証や健康保険証を呈示）

邑 智 郡 防 犯 連 合 会 か ら の お 知 ら せ
優良防犯電話の購入費を補助します！

　島根県内では、令和４年中に 56 件、約 7,272 万円の特殊詐欺被
害が発生しており、被害者の約 63％が高齢者です。こうした特殊詐
欺対策として、65 歳以上の高齢者を対象に、
　★通話を自動録音する
　★自動録音することを相手に警告する等の機能がついた
【優良防犯電話の購入費を補助】します！

【詳細は、下記にお問い合わせ下さい】
　邑智郡防犯連合会
　（川本警察署内生活安全係）
　　☎ 0855-72-0110
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紫色のパープルリボンを見たことがありますか？パープルリボンとは、女性に対する暴力根絶の
シンボルであり、女性に対するあらゆる暴力をなくしていこうというメッセージが込められています。
　内閣府等が主唱し、毎年 11 月 12 日～ 25 日までの２週間を「女性に対する暴力をなくす運動」
期間としています。
　夫・パートナーからの暴力、性犯罪、セクシャル・ハラスメント、ストーカー
行為等女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害し、個人の尊厳を傷
つける許されない行為です。ひとりで悩まず、まずは話してみませんか？

女性に対する暴力をなくす運動（１１月１２日～２５日）

　正当な理由もなく、障がいがあるということでサービスなどの提供を拒
否したり、制限したり、条件をつけたりするような行為

「障害者差別解消法」を知っていますか？
障害者差別解消法（正式名称：「障害を理由とする差別の解消の推進に関

する法律」）は、平成 28 年 4 月 1 日から施行された法律です。
　この法律は、国・市町村といった行政機関、会社・お店などの民間事業者が、
障がいを理由とする「不当な差別的取扱い」を禁止し、「合理的配慮」を提
供することで、障がいのある人もない人も分け隔てなく共に生きる社会をつ
くることを目的としています。

障がいのある人もない人も、
　お互いに理解し合い、

「共生社会」の実現を目指しましょう。

◆不当な差別的扱いとは

人 権 ひ と く ち メ モ

　行政機関や民間事業者に対して、障がいのある人から何らかの配慮を求
める意思の表示があった場合に、負担が重すぎない範囲で社会的障壁を取
り除くために必要な対応を行うこと

◆合理的配慮とは

　障がいのある人にとって、日常生活や社会生活を送る上で障壁となるもの
◆社会的障壁とは

行 政 機 関 民 間 事 業 者
不当な差別的取扱い 禁　止 禁　止

合理的配慮の提供 義　務 努力義務⇒義務
（令和６年４月１日から）

歩行者信号機に音響
設備を取り付ける

会 議 や 研 修 な ど で、
要約筆記を用意する

段差をなくし、スロー
プを設置する

行政機関や事業所の責務

相談内容 相談機関 電話番号

性犯罪 · 性暴力
内閣府 性犯罪・性暴力被害者のための
　　　　　　　　　ワンストップ支援センター ＃8891

警視庁　性犯罪被害相談電話 ＃8103
配偶者・交際相手

からの暴力 内閣府　DV 相談ナビ ＃8008
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 ◆宅内排水設備工事について
　浄化槽本体・放流管の設置に係る費用以外は全額
個人負担になります。

 ◆浄化槽の設置工事は町が行います
　浄化槽本体、放流管の設置工事は町が行います。
設置後は町が委託した業者が定期的に浄化槽の点検
を行い、放流水質を監視して、良好な維持管理を行
います。

 ◆受益者分担金20万円・毎月の使用料が必要
　浄化槽設置後に受益者分担金20万円の納入が必要
です。また、浄化槽の使用を開始した時には、使用
開始届を提出し、使用料が必要となります。

【使用料（税込）】
　１月当たり　　基本使用料：1,650円
　　　　　世帯員１人につき： 550円

 ◆対象区域

　公共下水道・農業集落排水事業の事業計画区域外

合併浄化槽を設置すると、
家庭から出る生活排水はきれいに処理されます！

公共下水道および農業集落排水事業の公共
マス設置や町設置型合併浄化槽の設置が終了
した家庭では、宅内排水設備工事を施工して
いただいています。
　各家庭の宅内排水設備によって、家庭から
の生活雑排水（し尿以外の生活排水）が直接川
に流れ込まなくなり、澄んだきれいな川にな
ります。宅内排水設備工事がまだの家庭は、
早期に工事を行ってください。なお、宅内排
水設備工事は、町の指定工事店に申し込んで
ください。

下水道への接続を推進しています

【申し込み・問い合わせ先】
 　水　道　課
　　  ☎ 95-1118　IP 050-5207-3017
 　瑞穂支所施設管理グループ
 　　 ☎ 83-1124　IP 050-5207-5001
 　羽須美支所施設管理グループ
 　　 ☎ 87-0224　IP 050-5207-6501

令和６年度
邑南町設置型合併浄化槽

　　　　　設置希望者受付中！

令和６年４月１日から始まる相続登記義務化を前に、県内１３会場で相談会が行われます。
　島根県司法書士会の司法書士、法務局職員、市町村職員による合同相談会です。相続登記のこ
とだけでなく、相続全般や遺言書保管制度、相続土地国庫帰属制度、空き家、固定資産税のこと
などさまざまな相談に応じます。
　邑南町からは邑智郡合同会場である川本町会場にて、空き家や固定資
産税に関する相談について、財務課・総務課・地域みらい課の職員が対
応します。この機会にぜひご相談ください。
●川本町会場（邑南町、川本町、美郷町合同開催）

【日　時】令和５年１１月２４日（金）午後１時～午後５時
【場　所】悠邑ふるさと会館（邑智郡川本町大字川本３３２-１５）
※相談会は、予約優先ですので事前に予約をお願いします。

【予約・問合せ先】
　島根県司法書士会
　　☎０８５２－２４－１４０２
※受付時間は毎週月曜日～金曜日午前１０時～午後４時

相 続 相 談 キ ャ ラ バ ン 2 0 2 3ｉｎ し ま ね
～ 相 続 登 記 義 務 化 目 前！あ な た の ま ち で 大 相 談 会！～

 ◆申込期限
令和５年 11 月末までに申込（予定を含む）をしてく
ださい。
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い
ま
す
。
散
歩

を
し
続
け
た
い
で
す
が
、
ど
こ

を
歩
け
ば
よ
い
か
迷
う
と
き
も

あ
り
ま
す
。

　

お
す
す
め
の
散
歩
道
や
コ
ー

ス
を
教
え
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉

し
い
で
す
。
皆
さ
ん
は
日
常
生

活
で
散
歩
を
し
て
い
ま
す
か
？

朝
は
海
沿
い
40
分
間
の
散
歩
で
気
分
爽
快
で
す︵
冬
︶︒

︵
写
真
提
供
：Eero H

uhtanen

︶

家
か
ら
徒
歩
10
分
の
バ
ス
停
ま
で
40
％
は
森
で
す︵
夏
︶︒

︵
写
真
提
供
：Eero H

uhtanen

︶

エ
ー
ロ
さ
ん
に
聞
い
て
み
よ
う

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

　
　
　
　
　
　
よ
も
や
ま
話

第１回

ふるさとの行事や主要統計、公共施設など、島根に関する情報満載です。
地域みらい課、各支所窓口で取り扱っていますので、ぜひお買い求め下さい。

【販売価格】１冊 600円（税込）
【販売期間】令和 6 年１月31日（水）まで
【問い合わせ先】地域みらい課　☎ 95-1117　IP 050-5207-3019

2024 年版島根県民手帳を販売しています
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コ
ミ
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ニ
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ィ
の
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に
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要
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、
地
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く
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が
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を
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す
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た
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、一般
財
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法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、
こ
の
ほ
ど

日
和
中
央
自
治
会
館
に
エ
ア
コ
ン
３
台
と

椅
子
30
脚
、
台
車
２
台
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
健
康
に
配
慮
し
た
環
境
下
で
、

様
々
な
会
議
や
行
事
な
ど
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
和
中
央
自
治
会

宝
く
じ
の
助
成
で
エ
ア
コ
ン
等
を
購
入

購入したエアコンと椅子
（日和中央自治会館）

 地域コミュニティを考えよう
第 2 回　「地域コミュニティ」ってそもそも何？

　ある地域に住む人たちの集まりのことを「地域コミュニティ」と言います。
　邑南町では伝統的に、「集落」が地域コミュニティの基本単位となっています。それよりも
広い範囲では、石見地域で約 50 年前に「自治会」がつくられ、瑞穂地域・羽須美地域でも平
成の合併前後に「自治会」がつくられました。
　また、もっと広い範囲では「地区」ごとに公民館が設置され、公民館活動や地区社協、地
区別戦略、その他さまざまな取組も行われています。

「コミュニティ」という言葉には、「地域社会」「共同体」とい
った意味があります。邑南町でいうところの「地域コミュニティ」
とはいったい何でしょうか？

　人口が減ったり高齢化が進んだりして、これまでどお
りの「地域コミュニティ」単位での活動が難しくなって
いる地域も出てきています。
　もちろん、人口の減り方を緩やかにする対策も行って
いきますが、国や県によると邑南町の人口は今後も減少
すると推計されています。今後は、人口が減ることはあ
る程度受け入れた上で、「人口が減っても安心して暮らせ
る地域コミュニティ」をつくることを考えていく必要が
あります。

町政座談会で検討委員会の報告書について説明します

１２地区
公民館エリア

３９自治会
複数集落で組織

２１５集落
元々ある世帯単位の集まり

（石見地域では「班」とも）

邑南町のコミュニティのイメージ図

　今後、各地区で行う「町政座談会」で、地域コミュニティ
のあり方検討委員会で議論された検討結果を報告します。
　どなたでもご参加いただけます。詳しくは広報おおなん
と一緒に配布しているチラシをご覧ください。

【問い合わせ先】
 　地域みらい課
　　  ☎ 95-1117
　　  IP 050-5207-3019

【告知】

●邑南町での“地域コミュニティ”

●コミュニティの現状
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　昨年度に引き続いてケーブルテレビの加入者端末（ＯＮＵ）の
交換作業を実施します。機器の交換時には、テレビやインターネッ
トが一時的に利用できなくなります。交換作業を行う世帯には、
下記の業者から電話で連絡があります。ご迷惑をおかけします
が、ご理解とご協力をお願いします。
【対象予定地区】
　日和、日貫、市木、田所、出羽の一部
【費　　用】

交換作業についての費用はかかりません。ＯＮＵの設置場所
を移す場合は、別途料金がかかる場合があります。
【交換時期】
　令和５年１２月～令和６年 3 月
【工事業者】
　ＮＥＣネッツエスアイ㈱　☎ 95-2460

※身分証の着用・提示を行います。
【日程調整業者】
　㈱ＩST広島営業所　☎ 082-275-5890

【問い合わせ先】
　情報みらい創造課　　
　　☎ 95-1111（役場代表）
　　IP 050-5207-3000
　おおなんケーブルテレビ
　　☎ 83-1125
　　IP 050-5207-5555

ケーブルテレビの機器（加入者端末）の交換について

新しい加入者端末（ONU）の機材

通信速度 100Mｂｐｓサービス　　１１月１日からスタート！

情報みらい創造課　　☎ 95-1111　IP050-5207-3000
おおなんケーブルテレビ ☎８３-１１２５　IP050-5207-5555

メールアカウント６個まで無料

通信環境を改善し、つながりやすく！ウイルス対策ソフト 最大１８台分無料

グローバル IP アドレスを標準付与

メールボックス容量　１５GB

子どもたちに有害なサイトをブロック

・ゲームなど大容量データのダウンロードをよく利用する人
・仕事で画像データのやり取りをする人 おすすめ！

こんな方に

標準サービス　　　　  最大 30Mbps　　3,900 円（税込 4,290 円）
ライトサービス　　　　最大   5Mbps　　２,900 円（税込３,190 円）
家族割りサービス　　　最大   5Mbps　　２,900 円（税込３,１90 円）

月額 ５, ２００円（税込5,720円）

サービス変更は、し
まね電子申請サー
ビスからも申し込み
ができます。

通信速度 100Mｂｐｓサービス　　１１月１日からスタート！
最大１００Mbps（上り/ 下り）
　 　 　 　 ※ ベ ストエ フォート

いずれかの業者から
電話があります。

○ そ の 他 の プ ラ ン
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で
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【対象者】 高齢者を在宅で介護している人
【参加費】 100 円
【申　込】 事前申し込みが必要です。右記の問い 
             合せ先へ電話で申し込んでください。

【締　切】11 月17 日（金）
※送迎を希望する場合は、申し込み時にお知らせください。

　在宅で高齢者を介護をされている家族の皆さんの交流会を開催します。
日ごろの介護から少し離れて、ご自身のからだとこころをリフレッシュしてみませんか？

介 護 者 交 流 会 を 開 催 し ま す

昨年の交流会の様子

【日　時】11月29日（水）13：30～15：30（受付は13:00から）
【場　所】田所公民館　農林研修室
【内　容】◆介護者の笑顔をふやすワークショップ
　　　　　～日ごろの想いや悩みを共有し、心身ともにリフレッシュ！～
　　　　  ◆腹話術・レクリエーション

【講　師】金山　峰子氏（社会教育委員）

日  程 科  目 時 間 数 概  要

11月11日（土）

介護に関する基礎知識 1 . 5 h
･ 介護に関する相談先
・介護保険制度の概要
･ 介護休業制度など仕事と介護の支援制度の概要

介護の基本 1 . 5 h ･ 介護における安全・安楽な体の動かし方
･ 介護予防・認知症予防に使える体操

認知症の理解 4 h ･ 認知症の種類とその原因疾患
･ 認知症の人及び家族に対する支援や関わり方など

１１月18日（土） 基本的な介護の方法 7 h
･ 介護職の役割と介護の専門性
・老化の理解
･ 生活支援技術の基本

１１月25日（土）

基本的な介護の方法 3 h ･ 生活支援技術の基本
･ 事業所見学

障がいの理解 2 h
･ 障がいの概念や障がい者福祉の理念
・障がい特性
･ 障がい児 (者) 及びその家族に対する支援や関わり方

介護における安全確認 2 h ･ 介護現場におけるリスクへの予防や対策、発生時の対応
･ 介護者自身の健康管理、腰痛予防、感染症対策など

【場　所】矢上交流センター
【受講料】無料（テキスト代も無料です）
【対象者】家庭介護に関心のある人、介護職に就労を希望する人、ご家族を介護している人
【締　切】10 月 30 日（月）

介 護 者 入 門 的 研 修 に つ い て

【申込・問い合わせ先】
　医療福祉政策課
　　☎ 95-1115　IP 050-5207-3008
　瑞穂支所窓口グループ
　　☎ 83-1121　IP 050-5207-5000
　羽須美支所窓口グループ
　　☎ 87-0221　IP 050-5207-6500

　今年も介護の入門的研修を下記の日程で開催します。介護の基本を楽しく学び、学んだ
知識を日常や大切な人のために活かしませんか？
　１日だけの受講でも構いません！ぜひご参加下さい！

【申込・問い合わせ先】
　介護労働安定センター島根支部　　☎ 0852-25-8302
　邑智郡総合事務組合　介護保険課　　☎ 0855-72-3535　
　邑南町役場　医療福祉政策課　　　☎ 95-1115　
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羽須美地域 瑞穂地域 石見地域
燃えるごみ 毎週 月・木 毎週 火・金 毎週 火・金
プラスチック 毎週 火 毎週 月 毎週 月

紙 1日（水）・15日（水）
ペットボトル 8日（水）・22日（水）　

ビン・カン
古紙類・不燃ごみ

（月１回）

22日（水）
戸河内・口羽・上田

17日（金）
市木・上田所・四つ葉・中組住宅

27日（月）
井原・中野

20日（月）
亀谷・下田所・鱒渕・西鱒渕・出羽

28日（火）
矢上24日（金）

雪田・阿須那・宇都井 21日（火）
高原・布施

29日（水）
日和・日貫

粗大・有害ごみ
（年２回）

14日（火）
井原・中野
15日（水）

矢上
16日（木）
日和・日貫

休日直接搬入
（家庭ごみのみ） 19日（日）９時～16時

※おおなんケーブルテレビ（11ch）データ放送、邑南町公式アプリにも掲載しています。

1 1 月 の ご み 収 集 日1 1 月 の ご み 収 集 日

　
　
保
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対象年齢 ・生後６ヶ月～１８歳（高校生相当）
・妊婦

・６５歳以上の人
・６０歳以上６５歳未満で心臓、じん臓、
呼吸器の機能に障がいがあり、身の回
りの生活を極度に制限され、日常生活
が困難な人（身体障害者手帳１級相当）
※対象者には 9 月末にご案内しています。

助成額 全額助成 ２，２００円
　
　
助
成
方
法

委託医療機関 費用の支払いなし 助成額を引いた額を支払い

委託医療機関
　以外

医療機関で支払いをした後、30 日以内に助成申請をしてください。
　【持参するもの】
　　領収書、予診票（写し可）、認印、振込口座が分かるもの
　【申請場所】
　　役場本庁まるごと相談室、各支所窓口

対象期間 令和５年１０月１日～令和６年３月３１日

委託医療機関などは、町HP
に掲載しています⇒

インフルエンザ予防接種費用助成について

（注）新型コロナワクチンとの接種間隔の規定はありません。

邑南町ではインフルエンザ予防接種の助成を行っています。

インフルエンザは､予防接種によって、発症した場合の重症化を防ぐ効果が期待できます。
ワクチンを接種してから効果が現れるまでに 2 週間程度かかるので、流行する前にワク
チン接種を済ませましょう。
　一般的には 10～12月中旬までに終えるのが適当とされています。
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お知らせ
　このコーナーは、皆さんの暮ら
しに役立つ情報を掲載していま
す。詳しい内容は、それぞれ問い
合わせください。

1１月の納税
 ◎国民健康保険税（第８期）

納期限 1１月3０日（木）
12 月の納税
    固定資産税（第３期）
    国民健康保険税（第９期）

大田圏域健康長寿しまね推進会議
体かろやかパワーアップ部会で
は、運動スローガンを募集します。

【テーマ】
運動する楽しさを伝えられる内容
例）「仲間と楽しむ運動の時間！」
　　「運動は明日への活力ＵＰ！」

【選定方法】
FAX（様式自由）：0854-84-9830
メール：QRコード読み込み
①名前②連絡先
③スローガン (20
字以内 ) を記載
※記入いただいた個
人情報は受賞時の連
絡等に利用させてい
ただきます。

【申込締切】
12 月 1 日（金）
　 大田圏域健康長寿しまね推進会議
　 体かろやかパワーアップ部会
    島根県県央保健所健康増進課     
       ☎ 0854-84-9820

運動スローガンの募集

９月 交通事故発生状況
発生 死者 傷者

邑智郡
９月 ０件 ０人 ０人

前年比 -２件 ０人 -２人

邑南町
９月 ０件 ０人 ０人

前年比 -２件 ０人 -２人
石見地域 ９月 ０件 ０人 ０人
瑞穂地域 ９月 ０件 ０人 ０人
羽須美地域 ９月 ０件 ０人 ０人

島根県最低賃金
10 月６日（金）から島根県の
最低賃金が変わります。

時間額904円

石見もりもり祭の開催

石見養護学校では、下記のとおり
石見もりもり祭を開催します。児
童・生徒たちの心のこもった作品、
作業学習等の製品が並びますので、
ぜひご来校ください。

【日　時】
11月23日（木）10：25～11：30

【場　所】
石見養護学校（中野2384-18）

【内　容】
作品展示、作業学習等で製作した
製品販売

【駐車場】
石見養護学校 校庭
問 石見養護学校（大塚・松崎）
　　 ☎ 95-2141

サポステ出張相談
15歳～49歳の求職者や、その
家族を支援します。お気軽に
ご相談ください。

【日時】
　11月６日（月）11時～13時

【場所】
　健康センター元気館
　　問 サポステ浜田

      　 ☎ 0855-22-6830

問

◎「税を考える週間」について
■テーマ：「これからの社会に向かって」
■期間：11月11日～１７日
■内容：国税庁ホームページでは「各種オンラ
イン手続の取組 (スマホ申告やキャッシュレス納
付）」、「消費税のインボイス制度」等、さまざま
な税情報を提供しています。
　また、期間中の取組として、浜田税務署では

「租税作品展示会」、「租税作品合同表彰式」を
開催予定です。

【問い合わせ先】　浜田税務署総務課  ☎０８５５-22-0360

浜田税務署からのお知らせ

　国土交通省（島根県・邑南町）では１２月１日現在で住生活
総合調査を実施します。この調査は、住生活基本法に基づく住
生活の安定・向上に係る総合的な施策を推進する上で必要とな
る基礎資料を得ることを目的としています。
　今回は、本年１０月に実施された住宅・土地統計調査に回答
いただいた世帯の中から一部を選び、全国で約１０万８千世帯
が対象となっています。
　対象世帯には１１月下旬から、調査票が郵送されますので、
オンラインまたは郵送による回答へのご協力をお願いします。

【問合わせ先】
　地域みらい課　☎ 95-1117　IP050-5207-3019 

国税庁HP

令和５年度住生活総合調査の実施について
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　さまざまな事情で家族と一緒に生活することができない子ど
もたちを、家庭に迎え入れて公的な責任のもとで養育をされ
ているのが「里親」の方たちです。
　島根県では、里親になっていただく方を募集するとともに、
里親制度について広く地域の方たちにご理解いただくための
取組をしています。
　◆里親制度について詳しく知りたい
　◆自分でも里親になれるのか知りたい
　◆興味はあるけどあと一歩踏み出せない　など

　里親制度に興味・関心のある方は、児童相談所へお問い合
わせ下さい。

知ってください 里親養育のこと

【問合せ先】
　浜田児童相談所
　　☎ 0855-28-3560

１０月は里親月間です

事業所名 [ 所在地 ] 職　種 内　容 年齢 備　考

おおなん地域づくり事
業協同組合［下田所］ 農業、酒造業ほか 農作業一般、醸造作業 不問 普通自動車運転免許（必須）

㈲矢上運送［矢上］ トラック運転手
自動車部品の定期配送
等、トラックによる運搬
業務

59歳
以下

大型自動車運転免許（必須）、フォークリ
フト運転技能者（あれば尚良し）

㈱М u ｉ［矢上］

製造スタッフ
販売補助

厨房にてシュークリーム
やアイスクリームの製造
業務ほか

59歳
以下 普通自動車運転免許（必須）

販売スタッフ ソフトクリームやドリン
クの提供等の販売業務 不問 普通自動車運転免許（あれば尚良し）

https://www.hellowork.mhlw.go.jp/index.html
　最新の邑南町の求人情報はハローワークインターネットサービスをご利用ください。

人人 情情
ハローワークハローワーク

報報求求

【問い合わせ先】邑南町無料職業紹介所 1 95－2565（産業支援課内）　IP 050-5207-3020

邑 南 町 無 料 職 業 紹 介 所  求 人 情 報
紹介所は産業支援課内にあり、午前８時30分から17時まで、毎日相談に応じます。（土日祝日を除く）

事業所名 [ 所在地 ] 職　種 内　容 応募資格 備　考

（福）邑南町社会福祉協
議会［高原］

看護職 デイサービス等の看
護・介護業務

看護師及び准看護
師（取得見込み可）

（必須） 【年齢等】
18歳以上（高卒）45歳以下

【受付期間】
R5年9月11日～11月10日

【選考日】
R５年12月2日

【その他】
普通自動車運転免許（必須）

介護支援専門員 介護支援専門員業務 介護支援専門員（必
須）

介護福祉士
デイサービス、ホーム
ヘルパー等の介護福祉
士業務

介護福祉士（取得見
込み可）（必須）

事務職 一般事務 ー

■令和６年４月新規採用分
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社会保険料（国民年金保険料）控除証明書の送付について社会保険料（国民年金保険料）控除証明書の送付について

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告で全額が社会保険料控
除の対象となります（その年の１月１日から12月31日までに納付した保険料
が対象）。
　社会保険料控除の適用を受けるためには、年末調整や確定申告の際
に「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」または領収証書を添付
する必要がありますので、届いた証明書は大切に保管してください。

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書は、e-Tax で利用できる電
子版の交付を受けることもできます。マイナポータルから「ねんきん
ネット」にログインし、電子送付希望の登録をすると、マイナポータ
ルのお知らせで電子版を受け取ることができます。ただし、電子送付
を希望すると郵送はされなくなります。

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書は、次のスケジュールで日本
年金機構から発送されます。

対 象 者 発 送 時 期

① 令和５年１月１日～同年１０月２日の間に、
国民年金保険料を納付した人

令和５年１０月下旬～１１月上旬に
かけて順次郵送

② ①のうち、「ねんきんネット」で事前に電
子送付希望の登録を行った人（※）

令和５年１０月中旬～１０月下旬に
かけて順次電子送付

③
令和５年１０月３日～同年１２月３１日の間
に国民年金保険料を納付した人

（①の対象者を除く）
令和６年２月上旬に郵送

④ ③のうち、「ねんきんネット」で事前に電
子送付希望の登録を行った人（※） 令和６年１月下旬に電子送付

※ 今年度に限り、電子送付希望の登録を行った人に加えて、マイナポータルと「ねんきんネッ
ト」の連携手続きをしている全ての人に電子送付が行われます。ただし、「ねんきんネット」で

「電子送付を希望しない」を登録している人には電子送付は行われません。

【社会保険料（国民年金保険料）控除証明書に関するお問い合わせ先】
　ねんきん加入者ダイヤル　☎ 0570-003-004
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図書館だより
図書館本館☎ 83-1760　IP050-5207-4500
羽須美分館☎ 88-0001　IP050-5207-6000
石 見 分 館☎ 95-1044　IP050-5207-2400

＜１１月の行事＞
 １日（水）ストーリーテリング勉強会（本館）
18日（土）おはなし会（本館）   
20日（月）ストーリーテリング勉強会（石見分館）
　　　※感染症対策のため中止することがあります。

新新  刊刊  案案  内内
『マリエ』
　　千早　茜／著　文藝春秋

『ふりさけ見れば　上・下』
　　安部　龍太郎／著　日経 BP

『R・E・S・P・E・C・T』
　　ブレイディみかこ／著　筑摩書房

『ふつうの相談』
　　東畑　開人／著　金剛出版

『発酵暮らし』
　　山田　奈美／著　家の光協会

『よみがえる大野　日本語＝タミル語接触言語節説』
　　田中　孝顕／著　幻冬舎

司書のおすすめ司書のおすすめ
『土を育てる

～自然をよみがらせる土壌革命～』
　　ゲイブ・ブラウン／著
　　服部　雄一郎／訳
　　NHK 出版

　「目から鱗」。読後に思わず出た第一声でし
た。人が土を育て、土が人間を育てる。地
中の生態系のはたらきを阻止しなければ、
あらゆる土が「生きた土」に変わる。
　農場経営者でもある著者がたどりついた
自然から学んだ５原則とは。畑や庭の見え
方が変わり、土に触れたくなるような一冊
です。

　町内の中学校の生徒さんが、図書
館へ職場体験に来てくれました。
　８月24・25日に石見中学校、８月
31日・9月1日は瑞穂中学校、９月６
～8日には羽須美中学校の生徒さん
が職場体験に来てくれました。
　生徒の皆さんには、本の返却を受
け付けてもらったほか、本の修繕、
新聞の整理などを体験してもらいま
した。
　また、書籍を紹介するポップ（説
明文）も作成してもらいました。思
わず本を読んでみたくなるような内
容で、本館に展示しています。
 

　インターネット、携帯電話から検
索・予約ができます。
　右の二次元バーコード（QR）から
携帯サイトへアクセスできます。

図 書 館 にゅー す

読書週間 １０月２７日～１１月９日　標語「私のペースでしおりは進む」
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今
月
号
の
表
紙
に
な
っ
た

満
月
は
、古
今
東
西
で
親
し
ま

れ
、様
々
な
歌
や
芸
術
作
品
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、平
安
時
代
の
貴
族
・
藤
原
道
長
は
「
こ

の
世
を
ば　
わ
が
世
と
ぞ
思
ふ　
望
月
の　
虧か

け
た
る

こ
と
も　
な
し
と
思
へ
ば
」と
い
う
有
名
な
歌
を
詠よ

み
ま
し
た
。現
代
風
に
意
訳
す
る
と
、「
こ
の
世
の
中

は
ま
さ
に
俺
の
も
の
。満
月
が
欠
け
て
な
い
よ
う
に

完
璧
！
」と
い
っ
た
内
容
で
す
。

　
実
に
イ
ケ
イ
ケ
な
こ
の
歌
は
、道
長
の
部
下
で
あ

り
な
が
ら
、な
か
な
か
の
皮
肉
屋
で
も
あ
っ
た
藤
原

実さ
ね
す
け資
の
日
記
だ
け
に
登
場
し
ま
す
。こ
の
時
、道
長
は

「
ど
う
思
う
？
」と
ば
か
り
に
、実
資
に
返
歌
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求
め
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が
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資
は
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の
歌
を
他
の
貴
族
と
吟
じ
る
こ
と

で
、肯
定
も
否
定
も
せ
ず
上
手
く
か
わ
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ま
し
た
。

　
道
長
は
自
身
の
日
記
に
、こ
の
歌
を
書
き
残
し
て

い
ま
せ
ん
。２
人
の
微
妙
な
関
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性
に
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え
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め
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の
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。

　
満
月
の
撮
影
後
、コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ
た
月
餅
を
食

べ
な
が
ら
、人
間
臭
い
平
安
貴
族
た
ち
の
姿
を
想
像

し
た
一
夜
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　（
大
久
保
）

※広報おおなんは、環境にやさしい植物油インク
と再生紙を使用しています。

人口の動き
（令和５年９月 30 日）

前月比 前　年
同月比

　男　／ 4,698 人 -10 -90
　女　／ 5,086 人 -17 -160
　計　／ 9,784 人 -27 -250
世帯数／ 4,685 世帯 -17 -58
　　　　　　  65歳以上の割合 45.5％

※住民基本台帳人口（外国人含む）を使用しています。

令和４年 12 月生まれの赤ちゃん募集中 !!令和４年 12 月生まれの赤ちゃん募集中 !!
広報おおなん 12 月号に掲載希望者は、ホームページから申し込んでい
ただくか、下記までお問い合わせください。

【応募締め切り】令和５年 11 月 21 日（火）
【問い合わせ先】情報みらい創造課
　　　　　　　 1 95-1111　IP 050-5207-3000

【ホームページ】https://bit.ly/3cGVVjj

　毎年恒例の「平佐の棚田」のオーナーによる稲刈り作業が９月
17 日、同棚田周辺でありました。広島県などから訪れた親子連
れ約 40 人が参加し、実りの秋を楽しみました。
　参加者は、手刈りの方法や稲を束ねる方法を学んでから稲刈
りに挑戦。鎌を手にして、腰を曲げながら懸命に稲を刈りました。
　稲刈り後の昼食会では、採れたて野菜をふんだんにつかった
料理がふるまわれ、参加者は地域住民と共に舌鼓を打ちました。

収穫の秋―　平佐の棚田で稲刈り

1010がつ生まれのがつ生まれの
おともだちおともだち

刈った稲を手にする参加者 稲を束ねる作業も体験

今月は投稿がありませんでした今月は投稿がありませんでした


